　今月の樹「ミツマタ」
・三椏の花雪片の飛べる中　　山口　青吨
・三椏や皆首垂れて花盛り　　前田　普羅
　上掲の２句はミツマタの花の特徴を良く写実して詠まれている。早春とはいえ草木も芽吹かずまだまだ寒さも残る季節に庭園や公園の片隅で、まれには集落近くの林内でひっそりと咲いているのがこの樹の花である。人がこの樹に目をとめるのはおそらくこの季節ぐらいであろう。冬枯れした庭園や林内で裸の枝先に蜂の巣のように下向きに咲き、春の訪れを待ちかねたように淡い黄色の花を一斉に開くのでサキサクと万葉歌人はよんだとも記録されている。　　　　　　
　ミツマタは、その枝が必ず三叉、すなわち三つに分岐する特徴があるため、この名があり、三椏、三又とも書く。中国語では「結香」（ジエシアン）と称している。
　ミツマタは中国～ヒマラヤが原産。日本への渡来は古く、本州以南で繊維植物として栽培されてきたが、野生化したものも多い。
　ミツマタはジンチョウゲ科ミツマタ属の
落葉低木で高さは２ｍ程になる。よく分枝し、半球状の樹形をつくる。樹皮は灰褐色で縦に筋がはいる。本年枝は黄褐色ではじめ伏し毛があり三つ又に分枝する。
　葉は互生で葉身は５～２０㎝、幅２～５㎝
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の長楕円形または披針形で、葉先は鈍形、基部は長いくさび形。縁は全縁で両面に絹毛があるが、特に裏面に多い。
　花は３～４月、葉の展開前に開花する。枝先の頭状花序に小さな花筒が３０～５０個つく。両性花で花弁はなく、長さ８～１５mmの萼筒で、先は４裂する。開花時に萼筒の内面は鮮黄色、外面には淡黄色の絹毛が密生する。雄蕊は８本で、うち４個は萼筒の先から見える。
　　　　　　　　　　　　　　March、２０１５　NKC
果実は核果で６～７月に熟すが、成熟しても緑色で萼筒内で生育し、かつ有毛であるため目立たない。
　冬芽は、裸芽で花芽は大きく銀白色の絹毛に覆われ長い柄の先に下向きにつく。はじめは総苞があるが、冬のうちに落ちてしまう。葉芽は目立たず、枝先に上向きにつく。
　ミツマタの展葉、分岐は特異的である。一般に樹木の展葉は、冬芽から一本～数本の枝を一斉開葉し、途中で分岐することはない。一方、ミツマタは開花の後に順次開葉で枝・葉を伸ばすが、この成長過程で６月中旬ごろに３分枝する。また、よく成長する枝では１０月ごろに再度分枝が見られることがある。同じ科のジンチョウゲの分枝も成長過程におこるが、ミツマタのように必ず３分枝するわけではなく、２～５に分枝し一定ではない。
　なお、園芸種にはオレンジ色や朱色の花をつける品種があり、赤花三椏と呼ばれている。
　ミツマタは園芸樹として植栽される他、昔から和紙の原料として植栽されてきた。現在でも手漉き和紙の原料としてはコウゾに次ぐ主要原料となっている。また、明治以降は紙幣へ使用されるようになり、現在の一万円札をはじめ日本の現有紙幣にはミツマタが使われており、その優秀性を世界に誇っている。
